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中期経営計画策定に関するお知らせ 
 

 当社は本日 9 月 27 日開催の取締役会において、2025 年 3 月期を初年度とする中期経営計画

（2025/06-2028/06）の策定について決議いたしましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

１．中期経営計画の数値目標 

（単位：百万円） 2024/6 期 

実績 

2025/6 期 

計画 

2026/6 期 

計画 

2027/6 期 

計画 

2028/6 期

計画 

平均    

成⾧率 

売 上 高 3,544 3,828 4,160 4,560 5,048 +9.2% 

営 業 利 益 545 620 703 811 918 +13.9% 

経 常 利 益 555 618 704 813 920 +13.5% 

当 期 純 利 益 386 420 479 552 625 +12.8% 

自 己 資 本 利 益 率 14.8% 14.6% 15.3% 16.2% 16.8% - 

1 株当たり利益(円) 79.5 円 86 円 98 円 113 円 128 円 - 

1 株 当 た り 配 当 金 (円) 35.0 円 40 円 45 円 52 円 60 円 - 

 

２．概要 

(1) 売上高・利益成⾧率  売上高年平均成⾧率 9.2%(国内 8.5％海外 21.4％) 

当期純利益年平均成⾧率 12.8％ 

(2) 人財投資計画     ベア・定期昇給、人財獲得・育成へ積極投資 

(3) 設備投資計画     3D プリンター等機械設備及びマニラ工場増設、ソフトウェア開発等 

(4) 金融投資計画     事業推進及びアライアンス関連事業会社への投資及び M&A 等 

(5) 株主還元政策     配当性向 50%を目途とした配当政策継続、株主資本配当率 5%以上 

 

３．その他 

 中期経営計画の詳細につきましては『アソインターナショナル中期経営計画(FY2025-2028)』を

ご参照ください。また当資料に掲載されている内容につきましては、現在入手可能な情報に基づく

合理的であると判断する前提により算出したものであり、その達成を当社として約束する趣旨のも

のではありません。 

以 上 
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当社の事業概況



アソインターナショナル売上高推移(FY2016~2024)
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IPO

（単位：百万円）
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2020年上半期 コロナ発症直後は一時受注全面ストップ 2020年下半期～2021年 コロナ禍歯科矯正需要急拡大

2022年～2023年 需要拡大の反動減 2024年 歯科矯正の認知拡大～社会的審美追及・未病改善

直近5事業年度(FY2020～2024) CAGR 5.8％
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国内ビジネスフロー
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①歯科医療機関より矯正歯科技工物を受注・製造・納品、ユーザー（患者）は一般消費者
②歯科医療機関発行の歯科技工指示書に基づくオーダーメイド対応
③製造はグループ内で対応する一方、汎用的な製品は協力先に外注可能な体制を構築

国内売上高33億円
（2024/6期）

顧
客

（
大
学
・
歯
科
医
療
機
関
）

⑧装置納品 患

者

様

⑨矯正治療
④材料仕入

材料仕入先

協力パートナー
（製品外注先）

⑦装置納品
③装置受注 ②装置発注

 受注した技工物の一部は協力パートナーに製造委託
 歯科技工所等55か所（2024年6月末）

社内技工士
50名

(2024/6末)

Business to Doctor to Patient

①矯正相談

⑤装置製造

⑥装置外注



海外ビジネスフロー
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San Jose

EU

Honolulu

Sydney

サンノゼ

サンフランシスコ

San Jose

シリコンバレー
Delivered by

①主に米国、オーストラリア、EU、アジア等から歯科矯正技工物を受注、本社へデータ転送、製造
②マニラ製造拠点活用による最適地生産体制、DHLによる国際輸送、グローバルアカウント一括管理

包括的物流サービス

ASO International USA

③2024年4月設立米国現地法人ASO International USAを将来的にグローバルデータセンターに

Ginza(HQ/Factory)

Manila              
(Product Factory)



主力商品
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アライナー(マウスピース型矯正装置) IDBS(インダイレクト・ボンディング・システム)

アプライアンス(機能的・機械的矯正装置) リテーナー(保定装置)

口腔内スキャナー・3Dプリンター 矯正器具部材・関連商品
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紹介/口コミ
52％

セミナー
9％

HP/SNS
31％

営業
8％

インバウンド型

92％

商品売上高
15％

その他０％

アナログ
製造製品

デジタル
製造製品

海外売上高
5％

アナログ
64％

デジタル
36％

矯正プレート
ファンクショナルワイヤー装置
リテーナー(保定装置)
スタディモデル(石膏模型) 等

アライナー
IDBデジタルセットアップ矯正
装置等
デジタルサービス 等

海外
米国ハワイ州
米国本土
オーストラリア
ベトナム
欧州諸国 等

売上高構成比

受注経路

エリア別構成比

セミナー売上
ライセンス売上 等

矯正装置材料売上
3Dプリンター
口腔内スキャナー 等

連結売上高
3,544百万円
(2024年6月期)

売上高構成比・エリア別売上高／受注経路

国内売上高

95％

矯正歯科技工物

84％



事業環境分析



環境分析①PEST
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海外市場(米国市場)国内市場(歯科医院・ユーザー)

テクノロジー

社会環境
政 策
文 化

市場環境

歯科矯正のDX化は今後グローバルで加速する見込み
イノベーションによる製造マシンの進化・AI/MLによる効率向上
①口腔内スキャナー
・口腔内スキャナー導入率は未だ低い(国内10%程度／海外30～40％)
・イノベーションによる高品質化・低価格化
・CAD/CAMインレー保険適応、GPの導入にメリット(国内)
②3Dプリンター
・全産業に不可欠、各メーカーの参入、イノベーションによる高品質化

低価格が進む
③その他マシンのイノベーション
・アライナーダイレクトプリンターの拡大(高速化・省コスト化)
・メタルプリンター・ワイヤーベンディングマシンの高性能化

④3Dプリントによるカスタマイズブラケットの拡大見込み

⑤人工知能及び機械学習の進化による医療従事者の効率向上
・より正確な治療プランで治療期間の短縮化と患者のコスト

削減に寄与
・より高度な矯正技工物製造のソフトウェア・アプリケー

ションの進化

歯科矯正大国アメリカ
①米国における歯科矯正経験者は50％
②アメリカでの平均歯科矯正治療回数 2.5回
③歴史は古く、19世紀後半にさかのぼる
④豊かな食生活や多忙な生活から起因する健康意識の高さ
⑤ハグやキスの文化から起因する美意識の高さ

(映画での悪役は歯並びが悪い)

高いポテンシャルの日本
①虫歯治療の減少等に起因する歯科医の淘汰で、歯科矯正は

新たな収益機会を提供
②日本における矯正治療経験者は7.7％(50歳未満でも2割程度)
③審美意識は日本も徐々に高まっている
④未病改善につながる矯正歯科は年々理解が進んでいる
⑤政府は国民皆歯科検診導入を明言(導入時期未定)

国内歯科矯正市場のCAGR(2023～2030年) 10％ ※1
①社会的審美意識の更なる高まりと未病改善取組みの拡大
②日本国内の金利動向は正常化、米国景気動向との比較から

為替のトレンドは転換しつつある。(原材料費に＋)
③メディカル商材は経済・市況環境の変動に左右されにくい

ディフェンシブな面

アメリカ歯科矯正市場のCAGR(2024～2032年) 21% ※2
①審美性を求める文化は不変・疾患を伴う歯列不整合数の増加
②アライナー、舌側矯正、セラミックブラケット等技術進化に

よる目立たないオプションの増加
③メディカル商材は経済・市況環境の変動に左右されにくい

ディフェンシブな面

※1 REPORT OCEAN(2022年3月のレポート) ※2 FORTUNE BUSINESS INSIGHTSより引用

PS

T

E



海外市場環境：米国歯科矯正市場の動向
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文・グラフともhttps://www.fortunebusinessinsights.com/jpより引用、日本円換算は1$=145円概算

米国歯科矯正市場の規模と今後の成⾧予測

35億4000千万US$
(≒5130億円)

165億6000万US$
(≒2兆4000億円)

米国の歯科矯正市場規模は 2023 年に 30 億米ドルと評価され、2024 年の
35 億 4000 万米ドルから 2032 年までに 165 億 6000 万米ドルに成⾧す
ると予測されており、予測期間 (2024 ～ 2032 年) 中に 21.3% の CAGR 
を示します。

歯科矯正は、機械的治療を使用して歯の位置を最適な位置に再調整することで、
歯の外観と機能の両方を向上させることを目的としています。患者様の顔の輪
郭、顔のバランス、美的関心がアライメントを決定する重要な要素となります。
さらに、歯科矯正治療はさまざまな種類の不正咬合の管理にも役立ちます。し
たがって、歯の不正咬合の有病率の上昇とこれに関する意識の高まりが、市場
の成⾧を促進すると予想される重要な要因です。たとえば、アメリカの健康保
険会社、Humana Inc. によると、400 万人以上のアメリカ人が歯列矯正装置
を装着しており、そのうち 25% が成人です。

(中略)

さらに、デジタル化や 3D プリンティングなどの高度な歯科技術の急速な導入
が市場の成⾧を支えています。これに加えて、先進的な製品の発売、戦略的コ
ラボレーション、買収が市場の成⾧をさらに推進します。

(中略)

2020 年は、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のパンデミックにより、
歯並びの処置の数が減少しました。しかし新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）関連の規制が緩和されたことで、米国での需要が増加しました。
さらに、遠隔歯科技術とデジタル技術は、パンデミック中およびパンデミック
後に大きな需要を見せました。

CAGR
21.3％



環境分析②SWOT
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Strength(強み) Weakness(弱み)

Opportunity(機会) Threat(脅威)

内
部
要
因

外
部
要
因

・国内歯科矯正装置技工所において圧倒的売上高・シェア・ブランド
・様々な種類の歯科矯正技工物製造・供給可能、他に類を見ない

(アライナー、IDB、アプライアンス、リテーナー等数百種類以上)
・創業より43年目、症例数や経験値・ノウハウでは国内最大
・日本全国すべての大学歯学部と取引、取引歯科医院数国内最大
・国内では希少な矯正技工物製造可能歯科技工士は社内技工士及び

外部パートナー技工士含め100名以上
・歯科技工所唯一の上場企業、サプライヤー等取引先の意思決定迅速
・DX化への先進的な取組みと業界髄一のデジタル製造キャパシティ

・歯科矯正市場のCAGRは国内約10％、米国約21％と市場強気予測
・グローバル全体においてもポテンシャルは高い
・国内外とも審美意識、健康意識への高まりは続く見込み
・日本国内における歯科医院虫歯等補綴治療減少に起因し、歯科矯正

は新たな収益機会を提供する
・口腔内スキャナー等DX化を促す製品の導入は未だ黎明期
・3Dプリンター等のデジタルイノベーションは更に製造効率化を促す
・DX化による海外進出
・国民皆歯科検診制度の具体的進展

・ユーザビリティの高いオンライン発注システムの構築
(スムースな受発注システム、歯科技工指示書のDX化等)

・受注増大に伴う社内体制の更なる充実が必要
(人財、製造キャパシティ、フルフィルメント、顧客リテンション等)

・生産効率向上に向けた社内ワークスペースの確保
・業務DX化とIT管理
・B to Cマーケティング等製品認知度向上が必要
・米国販売チャネルの更なる拡充

・天変地異(巨大地震/津波・台風/ハリケーン・火山噴火/隕石落下等)
・戦争とその⾧期化
・突発的パンデミック
・グローバル的な経済恐慌・⾧引く景気リセッション
・上記に起因する原材料価格の高騰
・円通貨安(対ドル、ユーロ、比ペソ、豪ドル等)
・比国でのインフレーション、経済状況激変
・薬機法等関連法律の改正、当局規則の強化
・革新的製品の登場、新たなコンペティターの出現



経営方針/経営理念



経営方針と経営理念
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経営方針

経営理念

ビジョン

ミッション

Professionalな最新技術を世界から日本へ、日本から世界へ

売上高海外比率50％超のシン・歯科矯正グローバル企業へ

世界規模で歯科矯正業界に貢献する企業へ

「高品質」「高付加価値」を追及し、全従業員の人格・品格形成に努め、
社会に役立つ企業として持続成⾧する。

「審美追及・未病改善に資し、人々が健康で明るく、QOL(Quality of Life)の
向上に貢献する。

We help your QOL for the brighter future !



中期経営計画・基本戦略



金額 売上比 金額 売上比 増減 増減比 金額 売上比 金額 売上比 金額 売上比

売上高 3,544 100.0% 3,828 100.0% +284 +8.0% 4,160 100.0% 4,560 100.0% 5,048 100.0% +9.2%

国内売上高 3,381 95.4% 3,624 94.7% +243 +7.2% 3,914 94.1% 4,266 93.6% 4,693 93.0% +8.5%

海外売上高 163 4.6% 204 5.3% +41 +25.2% 245 5.9% 293 6.4% 354 7.0% +21.4%

変動費 1,630 46.0% 1,747 45.6% +117 +7.2% 1,909 45.9% 2,094 45.9% 2,334 46.2% -

限界利益 1,914 54.0% 2,081 54.4% +166 +8.7% 2,250 54.1% 2,466 54.1% 2,714 53.8% +9.1%

固定費 1,369 38.6% 1,461 38.2% +92 +6.7% 1,547 37.2% 1,654 36.3% 1,795 35.6% -

(うち人件費:労務費+販管費) 903 25.5% 965 25.2% +61 +6.8% 1,025 24.7% 1,120 24.6% 1,223 24.2% -

(うち減価償却費:製造経費+販管費) 47 1.3% 49 1.3% +2 +5.3% 54 1.3% 62 1.4% 71 1.4% -

営業利益 545 15.4% 620 16.2% +74 +13.7% 703 16.9% 811 17.8% 918 18.2% +13.9%

経常利益 555 15.7% 618 16.1% +62 +11.3% 704 16.9% 813 17.8% 920 18.2% +13.5%

当期純利益 386 10.9% 420 11.0% +33 +8.7% 479 11.5% 552 12.1% 625 12.4% +12.8%

EBITDA 592 16.7% 669 17.5% +77 +13.0% 757 18.2% 873 19.2% 990 19.6% +13.7%

期末自己資本 -

自己資本利益率(ROE) -

１株当たり利益 -

１株当たり純資産 -

１株当たり配当金 -

株主資本配当率(DOE) -

15.3% 16.2% 16.8%

 CAGR

中期経営計画

796円

40円 - 45円 52円 60円

14.8%

79.5円

565.7円

35円

86円 - 98円 113円 128円

7.5% 7.9%

科目

3,889

(2023年7月-2024年6月) (2024年7月-2025年6月) 2026年6月期計画 2027年6月期計画 2028年6月期計画
2024年6月期 2025年6月期計画

3,558

614円 - 667円 728円

前年同期比計画

2,773 3,000 - 3,259

6.5% 6.7% - 7.0%

14.6% -

中期経営計画・数値目標
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24/06実績 26/06計画
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600
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800

400
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中期経営計画方針・成⾧投資計画サマリー
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（単位：百万円）

3,544

①売上・利益成⾧率 売上高CAGR(年平均成⾧率) 9.2%  (国内 8.5%  海外21.4%) 当期純利益CAGR  12.8% 
②人財投資計画 ベア・定期昇給、人財獲得・育成 4年総額700百万円(24/6期比)増額
③設備投資計画 3Dプリンター等機械設備、マニラ工場増設(第2工場検討)、ソフトウェア開発等 総額200~300百万円

3,828

4,160

5,048

4,560

545

386

620

420

703

479

552

625

811

918

④金融投資計画 事業推進・アライアンス等関連事業会社への投資及びM&A等を積極的に検討(のれん、投資評価含まず)
⑤株主還元政策 配当性向50％を目途とした配当政策、DOE5%以上、エクイティ・スプレッド(ROE-WACC)5%以上

売上高計画 営業利益・当期純利益計画

CAGR
12.8％

CAGR
9.2％



2028/06期

米国でのポジション確立と弱みを解消するための重点課題
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2027/06期2026/06期2025/06期

米国基盤の確立と受注増大に伴う社内体制の再構築

米国アライアンスによる販売チャネル強化と製造キャパシティ増強

米国でのポジション確立

米国・東海岸進出

アライアンス継続人財獲得強化

業務DXの再構築オンライン受発注システム再構築

マニラ第2工場新設

①米国基盤の確立が第一、日本でのビジネスモデル継承と有力企業とのアライアンスを通じ販売チャネル拡大
②オンライン発注システム及び業務DXの再構築、顧客リテンションのためのフルフィルメントの充実
③人財獲得強化と製造キャパシティの増強、売上高100億円をカバーするマニラ第2工場新設へ

Weakness(弱み)
・ユーザビリティの高いオンライン発注システムの構築

(スムースな受発注システム、歯科技工指示書のDX化等)
・受注増大に伴う社内体制の更なる充実が必要

(人財、製造キャパシティ、フルフィルメント、顧客リテンション等)
・生産効率向上に向けた社内ワークスペースの確保
・業務DX化とIT管理
・B to Cマーケティング等製品認知度向上が必要
・米国販売チャネルの更なる拡充

B to Cマーケティング

売上高100億円へ向けて

有力企業とのアライアンス

期末従業員数

700名

600名

550名

500名
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Strength(強み)
・国内歯科矯正装置技工所において圧倒的売上高・シェア・ブランド
・様々な種類の歯科矯正技工物製造・供給可能、他に類を見ない

(アライナー、IDB、アプライアンス、リテーナー等数百種類以上)
・創業より43年目、症例数や経験値・ノウハウでは国内最大
・日本全国すべての大学歯学部と取引、取引歯科医院数国内最大
・国内では希少な矯正技工物製造可能歯科技工士は社内技工士及び

外部パートナー技工士含め100名以上
・歯科技工所唯一の上場企業、サプライヤー等取引先の意思決定迅速
・DX化への先進的な取組みと業界髄一のデジタル製造キャパシティ

日本の国家資格歯科技工士製造・監修による高品質・高付加価値矯正装置は米国でのニーズが高い
①歯科医師とのコミュニケーションを効果的に行うためにCTデータを活用、基礎医療を学んでいる国家資格をもつ

②歯科矯正終了後の保定期間に使用するリテーナー(保定装置)を狙う。当社製造可能なリテーナーは100種類に及ぶ

③単一製品による矯正は治癒限定的な場合もあり、当社はコンビネーション治療(複数装置の組合せ)を推奨

米国での製品戦略 ~当社の強み~

当社のデジタル技術と金属3Dプリンティングの融合

コンビネーションの例

歯科技工士だからできるコンサルティング製造



UCSF公式サプライヤーとして登録(2024年9月27日開示)

© ASO International, Inc. All rights reserved. 19

UCSF(カリフォルニア大学サンフランシスコ校)
1864年創立、1873年大学設置。カリフォルニア大学（UCシステム）群の一校。主に医学・
薬学・歯学・看護学を専門にした大学院大学であり、いずれの分野も全米TOP10で国際的に
も名高い。UCSF医学大学院・UCSF薬学大学院・UCSF歯学大学院は、アメリカ西部で最古
の医歯薬系教育機関である。

①日本の歯科矯正技工所として初、IDB(インダイレクトボンディング)、リテーナー、アプライアンス等をメインとして納入
②UCSFは歴史が古く、医療系教育機関として全米トップクラスの名声・実績、アメリカ国内で優秀な歯科医OBは多い
③当社の歯科矯正技工物は高評価、口コミ・紹介等を経て、他大学及びOBルートの開拓を進める

UCSF外観（米国・カリフォルニア州サンフランシスコ市） UCSF Dental Center(歯学部)エントランス



Newsweek国際版・特集記事が掲載されました
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Newsweek International
2024年8月9日発売号

Newsweek International
2024年9月20日発売号

日本医療業界課題を解決する
ニッチ商材に関する特集記事

代表阿曽敏正のコメント

歯科矯正特集
歯科矯正のイノベーション
リーディングカンパニー
ASO International



China

アソインターナショナル・ビジョン ~創業50年に向けて~

© ASO International, Inc. All rights reserved. 21

STEP

01

STEP

02

STEP

03

米国でのポジション確立

・連結売上高50億円達成へ

・高品質・高付加価値製品を世界へ

・受注拡大に伴う体制整備

~2024

~2032

~2028

CAGR
21.3％

Japan

創業50年

ビジョン
売上高海外比率50％超の

シン・歯科矯正グローバル企業へ

代表阿曽の夢
歯科技工所で売上高日本一

国内矯正技工所・圧倒的地位の確立

・連結売上高35億円達成

・歯科矯正DX化への先進的取組み

・歯科技工所唯一の上場企業へ 1992 ㈱アソ.デンタルから
㈱アソインターナショナルへ社名変更

1982 創業・ASO DENTAL(個人事業)

CAGR
10％

CAGR
??％



資本コストや株価を意識した経営の実現
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現状分析・評価 (市場評価・時系列)
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①時価総額の推移(2022年12月23日～2024年9月25日)

22/12 23/03 23/06 23/09 23/12 24/03 24/06 24/09

(百万円)
(倍)

③株価収益率の推移(当期予想ベース)②株価純資産倍率の推移(四半期前実績ベース)

2024年9月25日
最大
最小
平均

7,175
7,356
2,887
3,831

2024年9月25日
最大
最小
平均

2.60
2.66
1.17
1.55

IPO IPO

2024年9月25日
最大
最小
平均

17.1
17.5
8.2

10.7

(倍)

22/12 23/03 23/06 23/09 23/12 24/03 24/06 24/0923/03 23/06 23/09 23/12 24/03 24/06 24/09

7,175

2.60 17.1

①時価総額(market cap) 8月東京市場急落、24年6月期決算開示後急反発、上場来高値圏で推移
②株価純資産倍率(PBR) IPO以後PBR1倍割れはなく、株価上昇に伴い市場平均比較から大きく上方乖離
③株価収益率(PER) IPO～2024年3月頃は10倍前後で推移、IR活動の強化でPER水準訂正

STD平均
1.00

PRM平均
15.3

PRM平均
1.29

STD平均
13.9

9月25日終値にて算出、PRM平均、STD平均は日本経済新聞より引用
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現状分析・評価 (資本コストの算出)

①株主資本コスト(Capital Asset Pricing Model)

リスクフリーレート 無リスク利子率を使用。実質的にリスクのない投資に対する利回り 0.9%【JGB10年債直近1か月平均】
エクイティリスクプレミアム 株式市場のリスク・リターンから無リスク利子率を超過する率 6.0%【イボットソン・アソシエイツ・ジャパン参照】
ベータ 株式市場全体の変動に対する個別銘柄の変動割合を示す数値、類似上場会社の株価動向から推計 0.71

7716ナカニシ 歯科製品で世界首位級。欧州、北米で成⾧。高速回転技術活用し工業用製品兼営。海外比率高い ベータ0.863
7730マニー 手術用縫合針、眼科ナイフ、歯科用治療器で高シェア。ベトナム、ミャンマー等に生産拠点 ベータ0.709
7979松風 歯科材料・器具の大手。人口歯、研削材で国内シェア高い。欧米等海外積極展開、ネイル事業も ベータ0.683

サイズリスクプレミアム 時価総額に応じて、株式市場から推計されるリスク・リターン率 3.1%【イボットソン・アソシエイツ・ジャパンMicro-Cap参照】

②加重平均資本コスト(Weight Average Cost of Capital) WACC  =  負債コスト×負債加重割合＋CAPM×資本加重割合

2.1％（国内BBB債社債利回り) × 2.2% +   8.3%(上記算出)   × 97.8%

リスク
フリーレート

株主資本コスト エクイティ
リスクプレミアム ベータ サイズリスク

プレミアム＝ ＋ × ＋
Rf Rp β SpCAPM

0.9% 6.0% 0.71 3.1%8.3% ＝ ＋ × ＋

WACC ＝ ＝ 8.1％

①株主資本コスト(CAPM) 通常算出（Rf＋Rp×β）＋サイズリスクプレミアム付加(スモールキャップ)
②加重平均資本コスト(WACC) 有利子負債ゼロ、概ねCAPMと一致

※類似企業のCAPMとWACC
β

CAPM
(%)

WACC
(%)

ROE(予)
(%)

Equity
Spread(%)

7716ナカニシ 0.863 6.1 5.2 7.8 2.6

7730マニー 0.709 5.2 4.9 11.5 6.6

7979松風 0.683 5.0 4.5 10.7 6.2

9340アソインターナショナル 0.710 8.3 8.1 14.6 6.5
※各社基礎データは
2024年9月13日算出



決算期
2024年

9月25日株価
BPS(実)

(円)
EPS(予)

(円)
PBR
(倍)

PER
(倍)

自己資本
(百万円)

負債
(百万円)

総資産
(百万円) β

CAPM
(%)

WACC
(%)

ROE(予)
(%)

Equity
Spread(%)

7716ナカニシ 24/12 2,608 1,464.0 113.7 1.78 22.9 123,657 33,101 156,758 0.863 6.1 5.2 7.8 2.6

7730マニー 24/08 1,813 536.4 61.9 3.38 29.3 52,838 5,245 58,083 0.709 5.2 4.9 11.5 6.6

7979松風 25/03 4,580 2,361.0 253.2 1.94 18.1 41,926 8,652 50,578 0.683 5.0 4.5 10.7 6.2

9340アソインターナショナル 25/06 1,469 565.7 86.0 2.60 17.1 2,773 411 3,184 0.710 8.3 8.1 14.6 6.5
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現状分析・評価 (資本収益性と市場評価に関するマトリクス分析・類似企業比較)

8%

1.0倍

4.0倍

4% 12% 8%4% 12%

2.0倍

15倍

35倍

10倍

30倍

市場評価【PBR】 市場評価【PER】

資本収益性
【ROE】

資本収益性
【ROE】

3.0倍

25倍

20倍

7730マニー

7730マニー

7716ナカニシ

7979松風
7979松風7716ナカニシ

9340
アソインターナショナル

9340
アソインターナショナル

(類似企業数値は東洋経済新報社会社四季報2024年第4集を参照、PBRは四半期実績、PERは当期予想ベースで算出)

6/28

6/28

9/25

9/25



14.8% 14.6%
15.3%

16.2%
16.8%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

16.0%

18.0%

24/06 25/06(計画) 26/06(計画) 27/06(計画) 28/06(計画)

6.5%
6.7%

7.0%

7.5%

7.9%

5.0%

6.0%

7.0%

8.0%

9.0%

24/06 25/06(計画) 26/06(計画) 27/06(計画) 28/06(計画)
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①株主還元政策のKPI
・配当性向 配当性向50％程度を目途とした株主還元政策を継続
・株主資本配当率(DOE) 5％以上を持続的に目標とする(上場企業中央値は2％、平均値は3%と認識)
・エクイティ・スプレッド 自己資本利益率と資本コストの差(ES=ROE-WACC)を5%以上とする
②取り組み
・SR／IR活動の強化継続 BtoBビジネスかつニッチな商材を扱う上で、投資家へのビジネスモデル周知を一層高める施策

任意適時開示・PR情報開示強化継続、機関・個人投資家とも説明会・IRミーティング強化
・株式流動性向上施策 株式分割の検討、貸借銘柄選定基準の確保

方針と目標(株主還元政策KPI／取組み)

◆株主資本配当率(DOE)の中期計画◆自己資本利益率(ROE)の中期計画

8.7%

6.5%

WACC
8.1％

6.7%
7.2%

8.1%
Equity 
Spread



お問い合わせ

株式会社アソインターナショナル 管理部
〒104-0061  東京都中央区銀座2-11-8
email : ir@aso-inter.co.jp

【東京証券取引所スタンダード市場：9340】

掲載内容については細心の注意を払っておりますが、掲載された情報の誤り等によって
生じた損害等に関し、当社は一切責任を負うものではありません。

本資料は投資判断のご参考となる情報の提供を目的としたもので、投資勧誘を目的とし
たものではございません。投資に関する決定は、利用者ご自身のご判断において行われる
ようお願い申し上げます。

なお本資料における将来予測に関する情報および業績見通し等の予想数値や将来展望は、
現時点で入手可能かつ合理的な情報による判断および仮定に基づき記述しております。

今後リスクや不確定要素の変動および経済情勢等の変化により、予告なしで情報を変更
したり、実際の業況や業績結果と大きく乖離するなど、本資料の内容と異なる可能性もご
ざいます。予めご了承ください。

免責事項

X(旧Twitter)  ASO公式アカウント開設
株式・株価に関する情報をお届けいたします。
みなさまのフォローをお待ちしております。

@ASO_9340


